
女性活躍推進アドバイザーから
両立支援制度が充実し、地元の若

い女性も働きやすい職場である。さら
に女性の活躍を進めるために、女性管
理職を増やすことを目指すはじめの一
歩として、プロジェクトチームの結成と
共に意識を高めるための交流会の実
施を提案した。

【アドバイザー：島畑 知可子】

ウィスキー製造会社の子会社で、ウィスキー工場見学の案内ガ
イド、ウィスキー販売、レストラン運営といったサービスを提供して
いるため、元々女性社員は多く、両立支援制度は整っていた。

女性活躍推進法の成立を機に、各部署の女性リーダーが中心と
なって女性活躍プロジェクトチームを結成。行動計画の策定にあ
たって女性活躍に係る課題を分析したところ、管理職の多くが親会社から出向している男性
社員で、女性が多い会社でありながら女性管理職が少ないことが分かった。

女性活躍プロジェクトチームの結成

女性活躍推進に取り組むきっかけと課題の分析

取組のポイント
参加しやすい交流会に

交流会の開催にあたり、部署によって
勤務シフト等が異なるため、日程の調整
には十分注意した。交流会のテーマは
限定し、事前に参加者に対してメールで
共有すると共に、時間設定も１時間以
内とすることで、気軽に参加できるよう
に工夫した。

参加者は、自らの働き方についての悩
みや課題を共有することができ、社員同
士のコミュニケーションが増えるきっか
けとなった。

取組の内容

プロジェクトチームから経営層に対し、
女性社員への意識の醸成のための取組と
して、管理職候補であるリーダー職が集ま
る交流会の実施を提言した。互いの業務内
容の確認や意見交換を行い、それぞれの
状況を確認することができた。

また、今までは部署内のみでの異動が一
般的だったが、管理職候補者に様々な経
験を積ませるために、それまで実施してい
なかった部署を越えた異動も実施すること
とした。社員に戸惑いはあったものの、より
広い視野で業務に携わることができるよう
になり、女性だけでなく男性リーダーも管
理職候補者としての自覚が養われている。

女性管理職候補者の育成

現状と課題
女性管理職および女性リーダーの増加のため、次世代層の意識の向上を
はかる。
目標
女性管理職および女性リーダーを育成するための意識改革を進める。

計画期間：2017年12月1日～2020年11月30日

サ ー ビ ス 業
（障がい者福祉）

女性が管理職になりたいと思える職場に
管理職の女性を増やすために、アンケートで職員の実態を把握し、管理職候補者以上を
対象とした階層別研修を実施したところ、参加者の意欲が高まった。

女性活躍プロジェクトチーム

ニッカウヰスキー余市蒸溜所

就労移行支援や就労継続支援の機能を
あわせた多機能型事業所「パドル」

効 果

採 用 拡 大 継 続 就 業 配 置・育 成 管理職登用 長時間労働の改善 採 用 拡 大 継 続 就 業 配 置・育 成 管理職登用 長時間労働の改善

設立年：1934年
常用労働者数：女性44名、男性18名
平均年齢：女性36.1歳、男性44.6歳
平均勤続年数：女性6.6年、男性5.5年
役職者における女性割合：

管理職（課長）20.0%（1名）
平均残業時間：8.6時間/月
有給休暇取得率：49.3％
育児休業取得率：

女性100% （３名）、男性 0%
（2018年11月時点）

事業内容：
ニッカウヰスキー余市蒸溜所見学者
への宣伝、酒類・特産物等の販売、
飲食店の経営
URL:

https://www.nikka.com/distilleries/yoichi/

プロジェクトチームの提言を実行に移した結果、女性社員に管理職を目指すという意識
が生まれた。

一般事業主行動計画の概要

これまで活躍していた女性職員が、結婚や出産、育児などが理由で離職することが
とにかく残念だと感じていた。例えば、女性職員が急な子どもの病気などで仕事を休
む場合、女性職員が周りに迷惑をかけていると思い込んでしまったり、チーム内の雰
囲気がギクシャクしたりといった経験があり、このような職場環境を変えたいと考え、
行動計画の策定に取り組んだ。当時女性管理職が1名おり、仕事がスムーズに回るよ
う、うまく職場を采配していた。現状の課題分析の結果からも、女性管理職が少ない
ことが課題として明確になり、彼女をロールモデルとして女性管理職が増えることで、
よりお互いフォローし合え、出産や育児を経ても離職することなく働き続けやすい職
場になることが期待できると考えた。

結婚、出産、育児等の理由による離職をなくしたい

女性活躍推進に取り組むきっかけと 課題の分析

取組のポイント

アンケートの結果をもとに、管理職候
補を指名して階層別研修を実施した。研
修では、管理職に対する固定観念や、女
性職員自身に対する自信のなさ等を払
しょくするため、身近なロールモデルにつ
いての意見交換等を行った。また理事長
からは、在宅勤務制度や短時間正社員制
度などを活用してもらい、能力がある女性
職員には管理職になってほしいという
メッセージを伝えた。その結果、管理職に
なることに対して、意欲的に考える職員が
現れるようになった。

取組の内容

まずは職員の実態を知る必要がある
と、全女性職員を対象に、昇進に対する
意識についてのアンケートを実施した。
その結果、子の看護休暇、および介護休
暇の有給化、行動計画策定を機に導入
された在宅勤務制度等、現状の制度面
に対しては、十分満足しているという答
えが多かった一方で、管理職の業務や
自身の能力、また、仕事と生活のバラン
スが崩れるのではないかといった不安
があることが分かった。

全女性職員へのアンケート

現状と課題
女性管理職が1名のみであり、女性が管理職として活躍できていない。
管理職に占める女性労働者の割合は25％（2017年3月31日時点）。
目標
女性管理職を2人以上にする。

一般事業主行動計画の概要

計画期間：2018年2月1日～2023年1月31日

設立年：2010年4月
常用労働者数：女性25名、男性10名
平均年齢：女性39.5歳、男性 33.7歳
平均勤続年数：女性1.3年、男性 3.5年
役職者における女性割合：

管理職（管理者）25.0%（1名）
係長級50.0%（2名）
平均残業時間：0時間/月
有給休暇取得率：65.1%
育児休業取得率：

女性100% （3名）、男性該当者なし
（2018年11月時点）

企業認定等：
健康経営優良法人2018
えひめ子育て応援リーダー企業
会長賞受賞
愛媛県版イクボス「ひめボス宣言事業所」 
準グランプリ受賞
事業内容：

障がい者福祉提供サービス
URL:

http://sign.flips.jp/

階層別研修
の様子

女性活躍推進アドバイザーから
行動計画を策定し研修をすること

にしても、その内容をイメージでき
ず、研修が実施できない組織もあ
る。今回、女性職員が管理職を目指
さない理由について、現状を正しく
把握し、職員に何を提供することが
有効なのかを理解するためにもアン
ケートの実施が重要で効果的であ
ることを伝えた。

【アドバイザー：谷川 由紀】

効 果 職員の意識面に注力した研修の実施や、トップの女性職員への期待を示したことで、管理
職に対して意欲的に考える職員が現れるようになった。

管理職への不安を軽減

社会福祉法人 Sign
（愛媛県今治市） 常用労働者数：35 名

サ ー ビ ス 業
（見学ガイド）

女性社員が多い職場に、女性管理職を増やすために
女性社員自らが作ったプロジェクトチームの提言を受けて、女性管理職登用に向けて意識改革
が進んでいる。

ニッカウヰスキー余市蒸溜所

株式会社 北海道ニッカサービス
（北海道余市町） 常用労働者数：62 名
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